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報告事項１ 下野谷遺跡の保存・活用について 

 

 

1 下野谷遺跡内容確認調査(下野谷第 33 次調査)について 

 

史跡下野谷遺跡での今後の整備事業に資するため、縄文時代の遺構分布及びその

保存状況、遺構復元のための詳細データ等、当該集落に関して、更に多くの情報を

得るための確認調査を実施する。 

 

調査トレンチ 

 調査トレンチ規模及び員数 

  A 30×１ｍ：1 ヶ所 

B 20×１ｍ：1 ヶ所  

C ３×３ｍ：２ヶ所 

D ９×９ｍ：1 ヶ所 

 

   契約期間 

  令和２年２月 10 日から 

令和２年３月 24 日まで 

 

 

 

2 今後の予定 

  

下野谷遺跡国史跡指定５周年記念講演会 

「縄文土器徹底解剖！ 土器が語る下野谷遺跡の世界」 

 

縄文土器の魅力を知りつくした講師が、最新の研究成果を用いて、土器から知

ることのできる下野谷遺跡の魅力についての講演を行う。合わせて出土土器の展

示・解説や遺跡の立地が見渡せる会場での遺跡展望会やタブレットを使った縄文

時代の下野谷遺跡にタイムスリップする VR（バーチャルリアリティ）体験も実施

する。 

 



日 時  令和 2 年３月 29 日（日）午後１時～4 時（開場正午） 

場 所  早稲田大学 STEP22（西東京市東伏見 3－4－1） 

内 容  ・講演 「土器が語る下野谷遺跡の世界」  

細田 勝氏（早稲田大学考古資料館） 

      ・報告 「みんなでつくる下野谷遺跡の未来」 

           西東京市教育委員会学芸員 

・縄文土器、石器など出土品の展示 

・遺跡展望会とタブレットを用いた VR 縄文体験 

後 援  早稲田大学文化推進部 


